
（2021 年 3 月 25 日現在）
委 員 長  近 森 秀 高

学会誌担当理事  西 村 　 拓  白 谷 栄 作  藤 原 正 幸  龍 　 尊 子  井 上 　 京  森 　 　 淳  毛 利 栄 征 
  田中丸治哉  猪 迫 耕 二  凌 　 祥 之

委 員 等  愛 宕 徳 行＊  安 西 俊 彦  伊 藤 俊 輔  上 田 裕 二  加 藤 千 尋  亀 山 幸 司  川 口 聡 史
  木 平 康 介＊  小 林 　 勤  齋 藤 邦 人  佐 藤 周 之  佐 藤 　 健  島 崎 昌 彦  神宮字　寛
  鈴 木 　 純  清 野 　 修  宗 村 広 昭  田 中 邦 彦  冨 森 　 淳  豊 田 裕 道  松 島 文 也
  宮 坂 加 理  山 崎 由 理  横 田 木 綿＊  渡 邉 和 眞  浅 田 洋 平＊＊  松 田 壮 顕＊＊

＊技術情報提供・指導　＊＊学生委員

専 門 委 員  宗 岡 寿 美（北海道）  斎 藤 大 作（北海道）  大 浦 正 和（北海道）  川 口 清 美（北海道）  塚 本 康 貴（北海道）
  柏 木 淳 一（北海道）  土 谷 貴 宏（北海道）  野 本 　 健（北海道）  森 　 　 淳（東　北）  牧 野 貴 嗣（東　北）
  八重樫俊治（東　北）  千 田 拓 洋（東　北）  金 須 豊 洋（東　北）  大 石 　 勝（東　北）  木 村 眞 一（東　北）
  穴 戸 潤 一（東　北）  小 野 　 亮（関　東）  阿 部 幸 浩（関　東）  川 嶋 一 将（関　東）  齊 藤 健 司（関　東）
  辻 村 　 滋（関　東）  奥 山 泰 河（関　東）  吉 田 　 寿（関　東）  高 瀬 　 建（関　東）  小 林 照 男（関　東）
  佐 藤 欣 久（関　東）  有 吉 　 充（関　東）  皆 川 裕 樹（関　東）  工 藤 庸 介（京　都）  舟 本 　 悟（京　都）
  水 上 　 徹（京　都）  羽 島 一 郎（京　都）  佐 藤 孝 明（京　都）  川 島 秀 樹（京　都）  家 元 雅 夫（京　都）
  木 戸 敏 浩（京　都）  若 山 幸 人（京　都）  髙 木 浩 孝（京　都）  堀 江 正 征（京　都）  中 川 義 雄（京　都）
  田 村 　 匠（京　都）  笠 原 秀 紀（京　都）  川 口 義 人（京　都）  長谷川憲生（京　都）  井 賀 尚 哉（京　都）
  𧦴 藤 忠 臣（中国四国）  大 石 哲 也（中国四国）  森 田 智 彦（中国四国）  堀 野 　 章（中国四国）  細 川 信 佳（中国四国）
  八 尋 浩 司（中国四国）  長 嶺 栄 治（中国四国）  井 川 一 郎（中国四国）  坂 東 達 生（中国四国）  松 田 知 一（中国四国）
  豊 永 竜 二（中国四国）  矢 野 　 均（中国四国）  谷 口 智 之（九州沖縄）  竹 迫 勝 久（九州沖縄）  柳 田 栄 一（九州沖縄）
  島 内 利 昭（九州沖縄）  土 井 幸 寿（九州沖縄）  久保田　修（九州沖縄）  黒 垣 圭 則（九州沖縄）  小 野 正 寛（九州沖縄）
  東 郷 清 次（九州沖縄）  桃 原 　 聡（九州沖縄）
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　新型コロナウイルスのワクチン接種が 2月より始まり，
感染収束に向けた期待感が高まっていますが，収束までに
はまだ時間がかかりそうです（2021 年 3 月現在）。新型コ
ロナウイルスの感染拡大は，私たちの働き方や暮らし方に
大きく影響を与え，都市部に過度に集中する社会のあり方
に対しても疑問が呈されるようになり，東京都から他の道
府県への転出が転入を上回る転出超過となっていることも
報道されています。当然，都市部からの農村部への移住に
対しても注目が高まっており，農村に住民を呼び込むこと
により農村の活性化の契機にするための取組みも展開され

ています。ただし，都市部から農村部への移住については，
都市部から郊外の地方都市への移住とは状況が大きく異な
り，クリアしなければならない問題も数多いと考えられます。
　今回の小特集により，With/Post・コロナ時代の農業・農
村がどうあるべきなのかを考えるきっかけになれば幸いです。
　最後になりますが，本号の執筆および編集にご尽力いた
だきました皆様に心より感謝申し上げます。また，2年間
という学会誌企画・編集委員の任期中，大変お世話になり
ありがとうございました。
  （農研機構農村工学研究部門　亀山幸司）

編　集　だ　よ　り
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